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前置詞句の使用について1

一文法機能の観点から一

広島大学大学院赤松 猛

O. はじめに

本小論は、日本人英語学習者が前置詞句を使用する際に、どのような困難点があるのかを、前

i直前句の文法機能という観点から考察することを目的としており、日本人英語学習者に対して実
施した前置詞句に関する2つの調査結果を報告する.

1. 文法雄能の分類基準

前置調句を文法機能によって分類するために、その分類基準として3つの概念を導入する.そ

れらは、意味選択・助詞依存・範鴎選択であるが、 I1国に例を示しながら説明していく.まず、意

味選択について述べる.意味選択 (s-selection)とは、文を成立させるために不可欠な意味役割

を、動詞が選択決定することである (Chomsky，1986)0例えば、 putという動詞は、 (AG凹T，

THEME， LOCATION>という 3種類の意味役割を担った項を要求するという情報をもっている.つま

り、 「誰が・何を・どこに」置くのかを述べる必要があり、それは動詞 putによって選択決定さ

れているということになる.この意味選択によって、(1)， (2)の文法性の違いが説明される.

(1) lIe put辿金担盛 onthe table. 
<AGENT> くTHEME> く凶CATION>

(2)・Heput the book. 

次に、動詞依存について、例文(1)， (3)， (4)を比較しながら説明する.

(3) She kissed her mother Qn the cheek. 

(4) She kissed her mother Qn the olatform. 

例文(1)の前ill.詞句 (onthe table)は、動詞に意味選択されている点で、 (3)，(4)の前置詞句
(動詞 kissに意味選択されているわけではない)と統語的な振舞い(文法機能)が異なる.そ
して、 (3)，(4)の前置詞句は意味選択されていないという点では互いに類似しているが、前置調

句が動詞に依存しているかどうかで両者の文法機能が識別される.

(3・)? On the cheek， she kissed her mother. 

(4・) On the platforロ， she kissed her mother. (Quirk et al， 1985: 512) 
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(3・)， (4')は、 (3)，(4)の前置詞句がそれぞれ文頭に移動されたものであるが、この移動によっ

て容認度に差が生じる.そして、この容認度の違いは、前置詞句が助詞に依存しているかどうか

に起因する.つまり、 (3)の前置調句は動詞に依存しているため、動詞句の外へ替動されると容

認度が低くなるのに対して、 (4)の前置詞句は動詞に依存しておらず、文全体を修飾しているの

で、動調句のタトヘ移動されても容認度は変わらない.本小論では、前者(動詞に依存しているが

意味選択されていない前置詞句)を『随意的付加部 (optionaladjunct) Jと呼び、後者(動詞

に依存しておらず、意味選択もされていない前置詞句)を「文付加部 (sentenceadjunct) Jと

呼ぶことにする 2

最後に、範鴎選択について、例文(1)， (5)， (6)を比較しながら説明する.

(1) lIe put the book Qn the table. 

(5) The government supplied the homeless !'tith blankets. 

(6) John looked !!t the oicture. 

例文 (5)の前置調句 (withblankets)は、動詞 supplyによって意味選択されている点において

は、 (1)の前置詞句と類似しているが、動詞 supplyによって、前置詞 withが決定されている

点では、 (1)の前置詞句と異なる.このように、動詞が後続する構成素の形式(ここでは、特定

の前置詞)を決定することを、範鴎選択 (c-selection)と呼ぶ (Chomsky，1986)0本小論では、

(5)の前置調句のように、意味選択されている前置詞句の中で、特定の前置詞が動調によって決

定されている(範鴎選択されている)ものを「前置詞句補部 (PP-complement)Jと呼ぶことにす

る.また、自動調の術部である (6)の前置調句も同様の性質をもっと考えられるので、同じよう

に前置詞句補部と呼ぶことにする.そして、(1)のような前置詞句(意味選択されているが、範

鴎選択されていない前置詞句)を「義務的付加部 (obligatoryadjunct) Jと呼ぶことにする.

なお、他動詞の補部は前置詞句ではないが、分類の便宜上、 「名詞句補部 (NP-complement)Jと

して分類のひとつに加えるa

2. 前置詞句の分類

意味選択・動詞依存・範鴎選択という 3つの概念に基づいて、 5つの文法機能(文付加部・随

意的付加部・義務的付加部・前置詞句補部・名詞句柿部)を提示してきたが、ここでは、それぞ

れの文法機能がどのように関連しているかを示す.

3つの概念の聞には、 「範鴎選択されているものは、すペて意味選択されている.また、意味

選択されているものは、すべて動詞に依存している o Jという関係が成り立っている。従って、

5つの文法機能の関係は、以下の図1のように表わされる.なお、本小論で報告する調査は、こ

の図1に基づいて行なわれたものであり、結果の分析も図1に基づいている.意味選択・動詞依

存・範鴎選択を前置詞句にかかる統語的(言語学的に設定された)制約と考え、それらの統語的

制約が実際の前置調句使用にどれだけ影響を及ぼすか(どれだけ制約となっているのか)を知る

ことが、分析の主な目的である o (以下の考察において、前置詞句の分類番号①~⑤を使用する

ことカTある o ) 
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図1 前置詞句の分類

①:文付加部 (sentenceadjunct) ②:前置詞句術部 (PP-complement)

@:随意的付加部 (optionaladjunct) @:義務的付加部 (obligatoryadjunct) 

@:名詞句術部 (NP-complement)

<例>

3. 調査

Mary blamed Joh旦 forthe divorce on the olatform. 

⑤②①  

He looked up from his book. 

@ 

lIer sister puts !! lot of sUl1:arin....旦立皇室.

@ @ 

.3.1. 調査I

3.1.1. 調査の概略

<調査時期> Hl92年 9月上旬

<被験者〉

く目的〉

広島県立S高校1年生 39名

広島県立S高校3年生 43名

国立大学l年生(英語専攻) 14名

(以下、 Hl)

(以下、 H3) 

(以下、 U1) 

日本人英語学習者による前置詞の認定において、前置詞句の文法機能がどれだ

け反映されるかを調査する.

<調査形式〉 前置詞挿入テスト (付録1参照)

与えられた日本語の意味を表わすように、英文中の空間に前置詞、もしくは

x (何も入らない)を挿入するテスト.空欄は、全部で35箇所あり、その内
訳は表lのようになる.なお、制限時間は特に設けなかったが、全員15-20

分で記入を終えた.
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調査Iの内訳表1
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調査結果

調査Iで得られた結果(各グループ・各文法機能の平均点)は、以下の表2のようになる.な

お、表lからわかるように、文法機能ごとに問題数が異なるので、得点を同等に比較できるよう

に、被験者の素点を角変換して、それらを各被験者の得点とした.このように変換すると、得点

は最低点4.84-最高点85.15に分布する.従って、表2の数値は、角変換された値である.

3.1. 2. 

調査Iの結果(平均点)表2

TOTAL 

H1 
H3 
U1 

40.51 
42.83 
61.36 

@ 

43.23 
43.69 
63.52 

@ 

39.56 
43.91 
61. 25 

③ 

46.06 
46.74 
61. 93 

@ 

26.80 
36.61 
58.89 

① 

46.91 
43.21 
61. 22 

50.14 48.24 51. 58 40.77 50.45 TOTAL 

これらのデータは、 2つの要因(学習者グループ・文法機能)について分散分訴され、それぞ

れの要因について有意差が認められたので、多量検定 (Ryan法)が行なわれた.表3は、各文法

機能間と学習者のゲループ聞で、得点に有意差が生じたかどうかを示したものである.なお、表

中の〉は、その左側にあるものの方が有意に得点が高いことを意味する.

各文法機能・各グループ聞の有意差

文法機能 学習者グループ

TOTAL: ①，③， @，⑤〉② TOTAL: U 1 > H 3， H 1 
H1 : ①，@，@，⑤〉② 江沼児以ID:U1>H3， H1 
H3: 有意差なし ②: U1>H3>H1 
U 1: 有意差なし
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3.1.3. 3つの観点からの分析

先に挙げた3つの概念(意味選択・動調依存・範鴎選択)に基づいて、前置詞句の文法機能を

分類すると、以下の3点が問題になる.

(a)動詞に依存しているかどうか.

ー前置詞句が (b)意味選択されているかどうか.

(c)範鴎選択されているかどうか.

ここでは、これら3つの観点について、調査結果を分析する.つまり、 (a)動詞に依存している

前置詞句としていないもので得点に有意差が生じたか(① vs.@沼活渇)、 (b)前置詞句が意味
選択されているかどうかで得点に有意差が生じたか(@vs.~泡児島)、 (c) 前置詞句が範鴎選択

されてい斉かどうかで得点に有意差が生じたか(③ vs.~⑤)をそれぞれ検定した.それぞれの

平均点と検定の結果は、以下の表4-6のように表わされる.

表4 (a)①とG沼港児島について(動詞依存)

① ①-@  有意差 くグループ問>
①について: Ul>H3， Hl 

Hl 46.91 40.18 s. (p(. 05) @-⑤について:Ul>H3， Hl 
H3 43.21 43.22 ns. 
Ul 61. 22 61. 24 ns. <文法機能問〉

Hlにおいてのみ有意.
TOTAL 50.45 48.21 ns. (①>鶴港児島)

表5 (b) @とe沼渇について(意味選択)

@ e迩河B 有意差 くグループ間〉
@について: Ul>H3， Hl 

Hl 39.56 40.23 ns. e迩延訟について :Ul>H3，Hl 
H3 43.91 43.07 ns. 
Ul 61.25 61.08 ns. く文法機能間〉

いずれも有意差なし.

TOTAL 48.24 48.12 ns. 

表6 (c) @と<iXIDについて(範間選択)

@ eゅ 有意差 くグループ問〉
@について:Ul>H3， Hl 

Hl 46.06 36.56 s. (p(. 001) <iXIDについて :Ul>H3，Hl 
H3 46.74 40.75 s. (p(.05) 
Ul 61. 93 61.40 ns. く文法機能問>

Ulでは有意差なし.
TOTAL 51.58 46.40 s. Hl， H3 では、@>~ゅ

内
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これらの分析結果は、次の表7のようにまとめられる.

表7 3つの観点からの分析結果

文法機能 学習者グループ

(a)動詞依存 H1 ①>~沼沼渇 ①: U1>H3， H1 
①-~怠泡XID H3: 有意差なし ②-@: U1>H3， H1 

U 1 : 有意差なし

(b)意味選択 H1 有意差なし @: U1>1-I3， H1 
@ー@]XID H3: 有意差なし 包沼児島: U1>1-I3， H1 

U 1 : 有意差なし

(c)施時選択 1-11 @>似ID ③: U1>H3， H1 
③-~ゆ H3: ③>包渇 ~: U1>H3， H1 

U1 有意差なし

3.2. 調査E

3.2.1. 調査の概略

く調査時期〉 調査Iと同じ。

く被験者> 調査Iと同じ。

く目的〉 文中で義務的(省略不可能)な構成素である前置調句と随意的(省略可能)な

前置詞句に対して、学習者がどのように意識を向けているかを、文法機能の観

点から調査する.

<調査形式> 文法性判断テスト(付録2参照)

3.2.2. 調査結果4

与えられた文に対して、文法的かどうかを判断するテスト.答えは、 Oか×

の二者択一方式.問題数は、 30問。制限時間は、特に設けなかったが、全員
10-15分で記入を終えた。

調査Eで得られた結果(各文法機能・各グループ)は、表8のようになる.調査Iと同様に、

数値は角変換されたものである.得点は、 5.23-84.76に分布する.
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表8 調査Eの結果(平均点)

① @ @ @ ⑤ TOTAL 

H1 64.01 48.00 35.79 42.33 66.53 51. 34 
H3 67.31 45.27 36.22 56.29 65.90 54.20 
U1 70.05 57.86 28.75 64.47 71. 61 58.55 

TOTAL 67.15 50.38 33.57 54.36 68.01 

これらのデータは、調査Iと同様に、文法機能と学習者グループについて、分散分析・多重検定

された.多重検定の結果は、表9のようにまとめられる.

表9 各文法機能・各グループ聞の有意差

文法機能 学習者グループ

TOTAL:⑤，①〉④〉②>@ TOT~: ~ ~?"::: ~ >:: ~ I 
H1: @，①〉②(@)> (@) @ @: U 1 >H  3， H 1 I 
H3: @，①〉④〉②>@ @: U 1， H3>H1 
U 1: CD，②， @，@>@ 江沼XID:有意差なし

3.2.3. 3つの観点からの分析

調査Iと同様に、 (a)動詞依存・ (b)意味選択・ (c)範鴎選択という 3つの観点から結果が分

析された.分析結果は、表10-12に示されるようになった.

表10 (a)①とG迩沼渇について(動詞依存)

① @.....@ 有意差 くグループ間〉

いずれも有意差なし.

H1 64.09 46.78 s. (p(. 001) 
H3 67.31 48.29 s. (p(. 001) く文法機能間>
Ul 70.05 51.62 s. (p(. 001) すべてのグループにおいて

①>@.....@ 

TOTAL 67.15 48.89 s. 
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表11 (b)④と包沼渇について(意味選択)

@ G沼XID 有志;差 <グループ問>

@について :U1.H3>H1 
H1 42.33 47.56 ns. G沼海)について:有志:差なし
H3 57. 71 46.86 s. (p(. 01) 
U1 64.47 49.43 s. (p(. 001) く文法機能問>

H1では有意差なし
TOTAL 54.84 47.95 s. H3. U 1 では、@>~沼渇

表12 (c)③と包渇について(純時選択)

① G児白 有志;差 <グループ問>
①について:有志;差なし

1-11 35. 73 56.24 s. (pく.001) G疋2について:U 1.日3>H1
H3 36.21 54.33 s. (p(.001) 
U1 28. 75 64.59 s. (p(.001) く文法機能間〉

すべてのグループにおいて
TOTAL 33.57 58.39 s. G渇〉①

これらの分析結果は、以下の表13のようにまとめられる.

表13 3つの観点からの分析結果

文法機能 学習者グループ

(a)動調依存 Hl :①〉包沼港児島 ①: 有意差なし

①-(%沼活渇 H3: ①>~沼活児島 ②~⑤: 有意差なし

U1 :①>包沼港渇

(b)意味選択 H1 :有意差なし @: U1. H3>H1 
@-(%沼渇 日3:@>包沼延2 G沼渇: 有意差なし

U1 :@>~沼渇

(c)範鴎選択 Hl :~渇>@ @: 有意差なし

@-(gXID H 3 : (gXID>@ 叡ID: Ul. H3>H1 
Ul :~児島〉③

4. 考察

4.1. 調査Iについての考察

調査Iの結果を考察する前に確認しておかなければならないことがある.それは、前置詞句補

部(②)を除いて他の文法機能は、少なくとも言語学的には、前置詞の認定と文法機能が直接的

に関辿していないという点である.文付加部(①) ・義務的付加部(@) ・随意的付加部(④)

n
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の前置調句は、文全体の意味と後続の名調句との関係によって、前置調が認定されると言える.

すなわち、少なくとも江沼渇において、前置詞認定過程そのものに難易度の差がみられると、文

法機能という観点で分析することが無意味になってしまう.そこで、表1からわかるように、①

@ゆにおいて出現頻度の高かった on (6箇所)と in (9箇所)について、得点に有意差があ

るかどうかを検定した.その結果、両者の得点 (on:47.59 in: 50.30 )に有意差は認められ

ず、文法機能で分析することの妥当性は、ある程度(②に関してと他の前置詞については問題が

解決した訳ではない限りにおいて)認められた.

各文法機能についての分析結果(表3)は、前置詞句補部(②)のみ段階的な発達がみられた

こと (U1>H3>H 1)、 Hl内でのみ、前置詞句補部の得点が他のものより有意に低かった

こと(①，③，@， @>②)を示している.これらの結果を解釈すると、前置詞句補部は熟語と

して扱われるものが多く、英語学習時間に比例して、学習者がそれらに接する機会が増えた、も

しくは意識的に記憶した、と考えられる.また、前置詞句補部における前置調の認定が、他の文

法機能における前置詞認定とプロセスが異なるという言語学的仮説も支持されていると言える.

次に、 3つの観点(動詞依存・意味選択・随時選択)からの分析結果を解釈する.表7に示さ

れた結果は、 Hl内において、動詞に依存して己主主前置詞句・範間選択されてど主主i前置詞句

の成績が有意に高く、 H3内では、範鴎選択されてど主位前置詞句が成績が高かったo U 1内に

おいては、いずれも有意差は生じなかった.

意味選択されるかどうかで、有意差が生じなかったが、前置詞挿入という調査形式を考慮に入

れると、特に予測に反した結果ではないと考えられる.つまり、意味選択は、ある構成素が義務

的なものか随意的なものかを意識するというi問題であり、前置詞挿入という形式では、その意識
が測定できないということである.

動詞依存について、 Hl内のみで有意差が生じたことは、次の2点において興味深い.まず、

前置詞句が動詞に依存しているかどうかは、少なくとも言語学的に考えて、前置詞認定過程に直

接的な関連があるとは言えない.しかし、 Hlでは、前置詞認定の際に、前置詞句が動調に依存

しているということが、制約として機能していると考えられる.これは、言語学的制約が言語使

用に及ぼす心理的制約と解釈できるのではないだろうか.第2に、 Hl内でのみ有意差が生じ、

H3とUlでは、生じなかったことが挙げられる.今回の調査結果だけで、結論を出すことは避

けなければならないが、動詞依存は、学習初期段階においてのみ機能する心理的制約ではないか

という可能性が導き出される.

臨時選択に閲しては、 「熟語として敏われるものが多く、学習段階が進むにつれて・・・」と

いう先程の解釈がはずれている訳ではないが、注意しなければならない点がある.それは、範博

選択に2つの過程が含まれていることである.つまり、前置詞句術部か名詞句術部かを選択する

過程と、前置詞句補部が選択されたときに前置調を認定する過程である o 3.1. 2. (表3)で得ら
れた結果(文法機能に閲して、 H1 : (以~>②、 H3: 有意差なし、学習者グループに関し

て、 @:H3>Hl、@:有意差なし)を考慮に入れると、 Hlでは、前置詞認定の過程が制約

として飽き、 H3では前置詞句前部か名詞句摘部かの識別(これは自動詞・他動詞の識別と言い

換えられるかもしれない)が制約として機能していると考えられる.

4.2. 調査Eについての考察

各文法機能についての分析結果(表9)からは、 3つのことが導きだされる.第1に、文法機

能間の有意差をグループ問の有意差と関連づけてみると、学年が上がるにつれて、前置詞句補部
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(②)と随意的付加部(@)八の意識が高まっていくことが読み取れる.第2に、グループ聞の

発達がみられるにもかかわらず、義務的付加部(③)八の意識は学習者の学年が上がっても低い

ままである.これは、義務的付加部の独特の性質によるものであると解釈できる.つまり、文中

で義務的な要素であるにもかかわらず、形式(形)が決まっていない(範鴎選択されていない〉

という中途半端な制約が、被験者の一定しない反応を引き起こしたと言える.第3に、 HlとH

3において、名調句補部(@)の得点が前置詞句補部(②)の得点より有意に高かったことが挙

げられる。両者はともに補部に属し(範間選択されており)、言語学的制約においては違いがな

いはずである。しかし、学習者は両者に対して、異なった反応を示している.これには、 2つの

解釈が可能であるo 1つには、学習者が自動調・他動詞の識別に意識を向けていない、つまり、

補部(直接目的語)が前置詞句として具現化しうることが意識されていない、という解釈ができ

る.もう lつの解釈として、完全自動調と不完全自動詞の識別がなされていないことが考えられ

る.これは、随意的前置詞句である文付加部(①)と随意的付加部(④)の反応が転移したとも

考えられ、義務的付加部(@)の得点の低さも考えあわせれば、学習者が「前置調句は統語的に

重要ではない」という誤った仮説をもっているのではないかとも考えられる。

次に、 3つの観点からの分析結果(表13)について考察する.動詞依存に関して、すべてのグ

ループ内で、動調に依存してど主主i前置詞句の方が、得点が高かった.意味選択については、 H

3、Ul内で、意味選択されて己主主i前置詞句の方が有意に得点が高かったが、 Hlでは、有意

差が生じなかった.そして、範鴎選択に関しては、選択主主工己主前置詞句の方が得点が高かっ

た.

動詞依存という言語学的制約は、実際に前置調句を使用する際に、心理的制約としても機能し

ていることがわかる.意味選択について、中級・上級学習者では制約として機能しているにもか

かわらず、初級学習者には機能していないことは注目すべき点である.範博選択については、言

語学的に設定された制約が、実際には正しい反応を活性化していることがわかる.これも、先程

と同様に、義務的付加部(③)の暖昧な特質(義務的だが形式が定まっていない)に起因するも

のであろう.また、言語学的制約が、必ずしも心理的に制約となるわけではないことは、留意す

パきであると考える.

調査Eは、文中での義務的要素と随意的要素の識別を要求したものであるが、一且、意味選択

された前置詞句は省略できないという統語的性質(図1からわかるように、CD@は省略可能で、

e沼渇は省略不可)を考えれば、CD@とG沼過の聞に境界線ができるはずである.しかし、調査
結果では、義務的付加部(@)の得点が低く、しかも、学習段階が進んでも発達がみられない.

すなわち、義務的要素であるはずの@の前置調句を省略可能と判断してしまう傾向がみられた.

このように、実際は、包過と@沼XIDの聞に境界線ができるのではなく、@自体が境界線として、
学習者に認識されていると考えることができる。

5. 今後の課題

本小論では、日本人学習者が前置詞句を使用する際に、どのような困難点があるのかを、文法

機能という観点から調査してきたが、これは、あくまでも「調査Jであり、仮説検証型の実験で

はなかった.しかも、 2つの調査で扱ったのは、前置調句使用のほんのー側面であり、さらに研

究を続けていかなければならない.また、前節で導き出された解釈は、確定的なものではなく、

今後の実験に向けて、仮説として耐えうるものに発展させなければならない.

今回の分析では、扱うことができなかったが、日本語との関連については、今後の課題となる
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だろう。特に、調査Iの前置詞挿入に関して、被験者が日本人学習者であることを考えれば、日

本語の助調と英語の前置詞との関係が、1 重要になってくることが予測できる.言語学的理論研究

とあわせて今後の課題としたい.

註)

l. 本稿は、第23田中園地区英語教育学会での口頭発表に基づいて、修正加筆したものである.

2. 文法機能に関する用語は、研究者によって、さまざまであり、用語統一の困難さは、 Hudson

(1990)， Matthews (1981)， Radford (1988)にも述べられている.本小論では、原則として

Quirk et al (1985)の用語に従っている.

3. 他動詞の補部は、自動詞・他動調の識別という点から、前置調句補部と同程度に重要である

と考え忘れるので、分類のひとつに加えた.なお、他動調の補部には、 that節・不定調・動

名調などさまざまな形が考えられるが、調査では、ι 名詞句だけを取り扱った.

4. 付録2からわかるように、調査Eには、英文に関する文法性判断と日本文に関する文法性判

断が含まれている.日本語の刺激文は、英語の刺激文を直訳したものであり、英文に対する

判断と組み合わせて、日本語との関連を調査しようとしたものである.しかし、本小論では

まず、英文に関する結果のみを報告し、日本語と組み合わせた分析は、改めて別の機会に論

じることにする.
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付録1

調査l

幹牟指示梓本

-以下の英文が日本語で害かれている意味を表すように、下線部に適語を入れて下さい.
・下線部には、 「前置詞が入る」場合と「何も入らないJ場合があります.

s下線部に r前置詞が入る」と思う場合には、どんな前置詞が入るのかを考えて、
その前置詞を実際に下線部に記入して下さい.前置詞というのは、例えば、 to，
with， at， on， in， fro皿などです.他にも前置詞はありまずから、自分で考え
て適切だと思うものを入れて下さい.
s下線部には『何も入らないJと思う場合は、下線部にX印を記入して下さい.

梓孝注意点梓傘

-下線部を空欄のままにしないで下さい.わからない場合でも、勘(かん〉で携いません

から、必ず記入して下さい.
-日本語の文の後ろに書かれている語(1番なら、 lie)は、日本文の動詞の部分に相当
します.ただし、すペて原形で書かれています.

1.あなたのスカーフ (yourscarf)が床(f1oor)に落ちてますよ.(lie) 

Your scarf is }ying一一一一thef1oor. 
2.彼は読んでいた本 (hisbook)から目を上げました.(Iook) 

He looked 一一一一 hisbook. 
3.政府(government)は3月(March)に、家のない人々 (ho皿eless)に毛布(bl釦kets)を
支給しました.(supply) 

The government supplied ーー一白白 homeless 一一一一blankets 一一一-
H釘ch.
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付録2

4.私はこの前に書いた本(mylast book)で、あなたの考え(yourtheories)に言及しま
した.(refer) 

1 referred一一___your theories一一一一町 lastbook. 
5.伎は午前中(morning)に、コート(hiscoat)をフック(hook)に掛けました.(hang) 

He hung __ 一一一 hiscoat一一一一 thehook一一一一the.morning・
6.彼女は母親(hermother)の頬(cheek)にキスをしました.(kiss) 
She kissed her mother the cheek. 

7.彼女は財布(purse)を持ったまま消えてしまいました.(disap関ar)

She disappeared __ 一一ーー thepurse. 

8.メアリー(Mary)は訳のホーム(platform)で、離婚(divorce)のことでジョン(John)を
非主主しました.(bla皿巴)

Mary bla且edー一一 John 一一一一thedivorce一一一一 theplatfor凪
9.学校(school)は4月(ApriI)から始まります.(start) 

School starts一一一_April. 
10.彼は本(book)を籾(shelf)に置きました.(put) 

He put __ 一一ー thebook 一一一 theshelf. 
11.ジョン(Joh且)は壁(wall)に掛かっている絵(picture)に目をやりました.(Iook) 

John looked 一一一一_.the picture __ 一一一ーぬe冒a11.
12.その島(isl回 d)に住んでいる人々(people)は本土(mainl却のから持ち込まれる(were
brought)物資(supplies)にま買って川ました.(rely) 
Thepωple 一一一 theisland relied 一一__the supplies that were 
brought一一一一 themainlanι 

13.私はお金のほとんど(mostof my money)を銀行(弘山)に預けています.(keep) 
1 keep ____ most of町田oney__ 一一ーー thebank. 

1ι ドロシー(Dorothy)は部屋(r∞皿)に残っています.(remain) 

Dorothy is remaining 一一一一ぬero白血
15.後は息子(hisson)に特別な技能(specialskills)を身に付けさせました.(珂uip)

He悶uip戸当1一一一一一 hisson一一一一一 special ski l1s. 
16.ジョン(Joh且)は私達を町の中心部(theheart of the city)に案内してくれました.
(Iead) 

John led 一一一 us一一一一 theheart of the city. 
17.彼女の父親は(herfaぬer)、淡々(relucta且tly)結婚(marraige)を承諾しました.

(∞nsent) 
Her father reluctantly ∞nsented 一一一ーthemarriage. 

18.私達は彼が健康(goodheal th)であることがわかりました.(find) 
He found一一一_him __  good heal此

19.彼女の妹(hersister)はコーヒー(coffee)にたくさんの砂濁(alot of sugar)を入れ
ます.(put) 

Her sister puts __ 一一一__a lot of sugar _ーー一一coffee.
20.彼らは14泣紀(thefourteenth century)に南米(SouthAmerica)に移住しました.
(e血igrate)
Th!ly emigrated ___ 一一一_South America ___  the fourteenth century. 

詞盃2

帥傘指示特字

-以下の文が、文法的に正しいか(文として成立するか〉どうかを判断して下さい.

S問題文が、文法的に正しい(文として成立する〉と思じる場合は、 [ ]にOを
記入し、文法的に震っている(文として成立しない)と感じる場合は、 [ ]に
Xを記入して下さい.

幹8 注電乙.~軒$

*答える際には、前後の文民・状況などはないと考えて、それぞれ単独の文として判断す

るようにして下さい.また、ひとつの問題にあまり時間をかけすぎないで、とにかく、
最後まてやって下さい.
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. [ ]の中を空舗のままにしないで下さい.正解・不正解があるわけではないので、あ

なたが感じるままを記入して下さい.
・英文中で使われている単語は、調査1のものと同じですが、もし、主主味がわからなけれ

ば、右側の日本語訳を参考にして下さい.

[;・[
] Your scarf is lying on the floor. I ~町以カーフ

2. [ ] Your scarf is ly ing. 
floor:床

E3.[ l He looked up from his book. 
4. [ ] He looked up. 

] The govetnment supplied the homeless with blankets government:政府

in March. homeless:家のな

6. [ ] The government supplied the homeless with blankets. 
い人々

7. [ ] The government supplied the homeless. 
blankets:毛布.

8. [ ] The government supplied. 

] 1 referred to yo町 theoriesin my last book. I theories:考え
o. [ ] 1 referred to your theories. 
1.[ ] 1 referrω. 
] He hung his coat on the hook in the morning. lmt:コート

13. [ ] He hung his coat叩 thehook. hook:フック

14. [ ] He hung his coat. 

C15.[ ] She kissed her mother on the cheek. 
I ch叫

16. [ ] She kissed her mo山er.

cu.[ ] She disappeared胃ith the purse. I purse:財布
18.[ ] She disap戸lal"ed.

] Mary bla皿edJohn for the divorce on.the platfor~ divor，田:離熔

20. [ ] Mary blamed John for. the divorce. platform:訳のホ

21.[ ] Mary blamed John. ーム

22. [ ] Mary bl卸ed.

] School starts in April. 
] School starts. 

] He put the book on the shelf. I shelf:棚
26.[ ] He put the book. 
27.[ ] He put. 

E28.[ ] John looked at the picture on the wall. 

29. [ ] J ohn looked. 

]百…川
were brought from the mainland. I mainland:本土

31. [ ] The people on the.island relied. 

] 1 keep most of町田oneyin the bank. 

33.[ ] I keep mos七of町 money.

3ι[ ] 1 keep. 

E35.[ ] Dorothy is remaining in the rOOsL 

36. [ ] Dorothy is remaini~. 

] He.~ipped his son with special skills. 卜pecialskills: 
38. [ ] He equipped his son. 

特別な技館

39.[ ] 目白 equipped.
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] John 1ed us to the h回rtof the ci ty. 
] John 1ed us. 

heart:中心部

] Her father re1uctant1y co~ented to the marriage. 
] fier fither re1uctantly consentedL 

reluctantly:淡々
凪 rriage:結婚

] Her sister puts a 10t of sugar in coffee. 
] Her sister puts a lot of sugar. 
].Her.sister puts. 

sugar:砂滋

] Theye皿igratedto South ~erica in the fourte飢 th
century. 
] They.e田igratedto South America. 

] 1hey.emigrated. 

century:世紀

幹事以上で英文についての問題は終わりです.すべての[ ]に、 0かXが記入されて
いますか.もう一皮、確認して下さい.確認が終わったら、次の日本語の文につい
て、同じように答えて下さい.ただし、日本語文について記入を始めたら、英文の

方の解答を変更しないで下さい.

]あなたのスカーフが床に落ちていますよ.

]あなたのスカーフが落ちていますよ.

]彼は、読んでいた本から目を上げました.

]彼は、目を上げました.
]政府は3月に、 E誌のない人々に毛布を支給しました.
]政府は、.家のない人々に毛布を支給しました.

]・政府は、家のない人々に支給しました.

]政府は、支給しました.• 
]私はこの訴に書いた本で、あなたの考えに言及しました.

]私は、あなたの考えに言及しました.

]私は、言及しました.
]彼は午前中に、コートをフックに掛けました.

]彼は、コートをフックに蜂けました.

]彼は、コートを掛けました.
]彼女は、母親の頬にキスしました.
]彼女は、母親にキスしました.
]彼女は、財布を持ったまま、消えてしまいました.

]彼女は、消えてしまいました.
]メアリーは訳のホームで、魁置のことでジョンを非廷しました.
]メアリーは蕗舗のことで、ジョンを非怒しました.

]メアリーは、ジョンを非廷しました.
]メアリーは、非怒しました.
]学校は、 4月に始まります.
]学校は、始まります.
]彼は、本を籾に置きました.
]彼は、本を置きました.

]後は、置きました.
]ジョンは、壁に掛かっている絵に目をやり注した.

]ジョンは、日をやりました.
]その烏に住んでいる人々は、本土から持ち込まれる物資に額っていました.

]その島に住んでいる人々は、車買っていました.
]私は、お金のほとんどを銀行に預けています.

]私は、お金のほとんどを預けています.

]私は、預けてドます.
]ドロシーは、部屋に残っています.

]ドロなーは、読っています.
]伎は、息子に特別な技能を身に付げさせました.

]伎は、息子に身に付けさせました.

]伎は、身に付けさせました.
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]ジョンは、私達を町の中心部に案内してくれました.
]ジョンは、私達を案内しててれました.
]彼女の父親は、淡々、結婚を承諾しました.
]彼女の父親は、淡々、承諾しました.
]彼女の妹は、コーヒーにたくさんの砂穏を入れます.
]彼女の妹は、たくさんの砂糖を入れます.

]彼女の妹は、入れます.
]彼らは、 14世紀に南米に移住しました.
]彼らは、南米に移住しました.
]彼らは、移住しました.
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